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個に応じた「自立活動」を通して 

       共に学び合える力を育てる 
八王子市立浅川中学校 

令和５年度（202３年度）八王子市教育委員会 「教育課題（特別支援教育）研究推進校」 研究成果報告 

生徒同士・教員同士の 

学び合いを実現！ 

「共に学び合える力を育てる」 

八王子市立浅川中学校 

浅川中学校は、都内では珍しい学校林を
所有する、豊かな自然に囲まれた学校であ
る。 
生徒が自ら成長していけるよう、『もっと優
しく、浅川中』を合言葉に、教職員が一体感
をもって教育活動に取り組んでいる。 

現在、在籍学級において困難を抱える生徒や長期欠席

の生徒が増加傾向にある。その中で、特別支援教室での指

導・支援、在籍学級における特別支援教育の専門性向上

が不可欠になっている。浅川中学校では生徒同士・教員同

士の学び合いを推進するため、３つの取組を行った。 

 

① 「プロセスレコード」を使った事例検討会 

教員と生徒が関わり合う「一場面」を取り上げ、具体的な 

やりとりの記録を教員同士で協議する。また、教員の思い

や生徒の背景を共有し、相互理解につなげる。 

② 「自立活動」の研究授業の実施 

通常の学級で巡回指導教員による自立活動の授業を実 

施する。また、自己理解や自他を認める経験を通し、生徒同 

士の相互理解につなげる。 

③ 相互理解に関するアンケート調査 

研究授業を実施したクラスを対象に事前・事後アンケー 

トを実施する。また、相互理解やコミュニケーションに関する

意識がどのように変容したかを調査する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相互理解を深めるための取組 

■事例検討会の実施 

 教員と生徒が関わり合う特徴的な「一場面」
をプロセスレコードに記録した。また、各学年

で記録に基づく「事例検討会」を開催し、教員

と生徒の言動を客観的に捉えたり気持ちを伝

えたりすることで、背景に隠れていた教員自身

の思いやお互いにどのような影響を与えてい

たかなど、教員同士の相互理解が深まった。 

 

■研究授業の実施 

巡回指導教員が通常の学級で「自立活動」

の授業を行った。自己理解・他者理解を深める

活動を通して、自分自身や相手の良い所を知

る機会となった。また、自他の考えを認め合う

活動を通して折り合いをつける難しさも経験

し、生徒同士の相互理解を深めることができ

た。 

■アンケート調査の実施 

研究授業後にアンケートを実施し、授業前と

後で自己理解・他者理解・コミュニケーション

に関する意識がどのように変容したかを調査し

た。調査の結果、他者を受け入れる態勢と、自

他を理解しようとする意識が向上したことがわ

かった。生徒の考えの変容を明確にすること

で、生徒理解を深めるとともに、今後の自立活

動や学級活動の指導内容の参考となった。 

２学年研究授業事後アンケート結果（１０月４日実施） 



①担任・特別支援教室教員で「プロセスレコード」を作成 ② 「事例検討会」にて教員と生徒が関わり合う一場面 

を取り上げ、具体的なやり取りの記録を教員同士で 

協議する。教員の思いや生徒の背景を共有し、相互 

理解につなげる。 

 

 

 

目的 ： 教員自身の自己理解を深める 

        自己のありのままの姿を捉える力を養う 

 

 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～事例検討会のようす～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教員同士が生徒との関りを振り返ることで教員同士の相互理解を深めることができた。 

・さまざまな意見から自己を客観視し、生徒との関りを冷静に判断する力が養われた。 

事例検討会（教職員）  

担任と特別支援教室担当教員、両方の観点から事例検討を

行うことで、より生徒理解を深めることができた。 

先生が説明をしているときは、どのようなよう

すですか？WISCの数値はどうですか？ 

生徒の特性は理解しているけれど、実際に

特性が出た時の対応が難しいです。 

【成果】 



個人ワーク 

自分の強みと弱みについて考え、表にチェックを付

けていく。 

 

 

 

 

 

活動 ：強みと弱みについて 

めあて：自己理解を深めよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

～生徒の感想～ 

・弱みも強みに変えることができるので、全部を 

悲観的に考える必要はないと思った。 

・自分に自信をもって生活していきたいと思った。 

 

          ・自分では気付けないものを気付いてくれる友だち 

             を大切にしようと思った。 

 

・人それぞれの弱みと強みを認め合い、尊重し合って 

生きていくことが今の日本社会にはすごく大切だと 

思った。 

グループワーク 

① 班員の強みを言葉一覧から選び、付せんに書き 

出し、渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

② ワークシートに自分のチェックを付けたものと班員

からもらった付せんを照らし合わせる。 

 

 

 

 

生徒は、自分について考え、班員からも

らった自分の強みが書かれた付せんで、

更に考えて、自分に向き合う５０分間にな

ったのではないかと思った。 

普段、私は、１０人未満の小集団での授

業を担当しているので、約４０名の生徒と

授業を行うのはとても緊張した。 

研究授業①（第２学年） 

授業者へのインタビュー 

自分について、じっくり考える５０分間 

感受性豊か 

楽観的 

① 自分の新たな強みと弱みを知ることができた。 

② 「弱みは強みにもなり、強みは弱みにもなる」ことを理解することができた。 

【成果】 

✓ 

✓ 

✓ 



個人ワーク 

① 自分のランキング作成 

「仕事選びで大切にしたいこと」をテーマに優先 

度の高い項目からダイヤモンド型にランキングを 

つけていく。 

 

 

 

 

 

活動 ：ダイヤモンドランキング  

めあて：自他の考えを認め合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～生徒の感想～ 

・極端な考えで自分を優先してしまうことが 

あった。 

・一人ひとり考え方が違うので認め合うのが 

大切だと思った。 

 

・人の意見を聞いて確かにこれも大事だと 

考えを深めることができた。 
 

・両立が難しく悩むものも多くあった。 

・工夫の仕方で解決できるものもあった。 

グループワーク 

① 班のランキングを作成 

班員のダイヤモンドランキングを見て、班のランキン

グを作成する。質問したりお互いの意見を尊重したりし

て完成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 発表 

 各班で作成したランキングを他の班に発表する。 

 

 

 

 

研究授業②（第２学年）  

「仕事選びで大切にしたいこと」をテーマ

に、自他の考えを共有した。一人ひとりが自

分の考えをもち、活発に取り組んでいた。そ

れだけでなく、時には妥協して相手の意見

を優先したり、折り合いをつけたりするなど

他者理解の心を育むことができた。 

授業者へのインタビュー 

折り合いをつける大切さを学習 

【成果】 

① 他者の考えを受け入れようとする態度を育成することができた。  

② 自他を理解しようとする意識が高まった。 



   

 

 

 

 

 

 

①自己と他者、相互の理解を深める授業を通して 

・生徒が以前よりも他者を受け入れることができるようになった。 

・生徒が他者を理解するための方法や行動を捉えることができる 

 ようになった。 

・生徒の自他を理解しようとする意識が高まった。 
 

②プロセスレコードを使った事例検討会を行うことで 

・教員の生徒との関わり方を多面的に捉えることができた。 

・教員の生徒とのかかわり方の特徴などから、教員同士の相互 

理解を深めることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい人間関係を構築するために、生徒の相互理解を深める 

機会や教員の事例検討会を今後も継続的に実施する必要がある。 

 

＜生徒同士＞ 

・通常の学級での自立活動の授業を継続し、自他を理解し合う機会 

を増やす。  

・通常の学級において、道徳科や学級活動の授業を通して、日頃から 

 生徒同士が会話する機会を増やすなど、相互理解に関する実践的な 

取組を行う。 

＜教員同士＞ 

・教員同士の価値観の共有と他者の多様な価値観を受け入れる体験 

を通して、生徒の姿を多面的に捉える力を身に付けたり、教員同士の 

相互理解を深めたりする。 

研究成果と課題  

成果 

課題 


